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研究成果の概要（和文）：本研究は健康な中高年者が高い認知機能を持ち、筋運動系の維持に関わる転倒予防策を講じ
ることができることを示した。さらに、慢性疾患やうつといった疾患を予防するためにQOLやレジリエンスを維持、増
進することの重要性を示した。特に、良好な健康状態を持つ認知機能の高い高齢者はポジティブな自己イメージをもつ
ことを明らかにした。本研究は、3年間におけるコホート研究プロジェクトを通し、自己の未来をポジティブに描くこ
とがレジリエンス増進のベースにあること、それが健康の維持増進に関連することを明らかにした。これらの知見を住
民に還元し、健康維持増進のための教育プログラムを構築した。

研究成果の概要（英文）：This study indicated that health elderly and older people have high cognitive func
tion and fall-prevention(kinetism), which could lead to high QOL and resilience. This study exaggerated th
e importance on their maintenance of QOL and resilience with preventing the subsequent chronic disease and
 depression during older age.  Especially, this study showed the health old-old people with high cognitive
 function have strong positive future imagination of self, especially in women.  Throughout cohort researc
h project of during three years, this study obtained the findings of important role of resilience based on
 future imagination of self for promoting the good health. Also, this study made educational program in pr
omoting the good health for community-dwelling people. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、後期高齢者のうち、健康長寿を
全うしている超高齢者のQOL及びレジリエン
スを測定することで、今後老年期を迎える中
高年者や現在健康状態の悪化した高齢者の
健康の増進のための基礎資料を整備するこ
とが重要であると考えた。特に、加齢に伴い
問題となる精神機能の 1つに、精神的苦痛の
慢性化があげられる。この背景には、「不要
な過去の記憶を忘却し必要な情報を保持す
る」記憶機能が何らかの形で関与しているこ
とが記憶の基礎研究により示唆されており、
さらに自己の未来をポジティブに描く能力
の重要性についても、基礎・応用研究におい
て示唆されてきた。このことを中高年者の生
活、認知、筋運動系などの側面から複合的に
明らかにした研究は国内外を通じて認めら
れず、研究成果の蓄積が待たれている現状に
ある。もし、これらのメカニズムが解明され
れば、中高年者が抱く慢性的苦痛状態を予防
する処方箋を提供することが可能となり、中
高年者のレジリエンスやQOL向上への寄与を
検討できる。 
 
２．研究の目的 

本研究は、中高年者のQOL向上、レジ
リエンス増進に活用できる基礎データ
を収集し、最終的にはこれらの結果を実
践可能な形で中高年者に還元していく
ための教育法の開発を目指している。３
年間における本研究の目的は下記の３
点である。 

（１）中高年者のQOLやレジリエンス
と自己の将来をポジティブに描く能力
との関連性について、横断的に明らかに
し、このような能力と、認知機能や生活
機能など他の機能との関係を詳細に吟
味することである。 

（２）（１）の観点から、実際にQOL
やレジリエンス能力の高い中高年者と
そうでない者とを比較することで、未来
志向能力の発達的変化を縦断的に検討
し、個々の発達的特性を明らかにする。 

（３）縦断的検討による結果の妥当性
の検証を行いつつ、２年度までの計画を
土台に未来志向能力と他の関連機能と
の関係データの精緻化を行い、実際に中
高年者に還元していくことの効果を測
定する。 

 
３．研究の方法 
【23 年度】 
各関連研究班との全体的な調整、8 月の

データ収集に向けた予備研究の遂行(特に
未来思考能力の測定指標の吟味)、若齢者の
データ収集を経て、町民ドックによる中高
齢者の生活習慣などのデータ収集と分析結
果を横断的に整理し、24 年度以降の縦断的
研究の土台作りを行う。 
計画実施に際しては、下記の５点から進め

ていく。 
１）自己の未来に関するインタビューおよ

び質問紙調査において大学生を対象にデー
タの収集を行い、中高齢者への調査を意識し
た予備研究を遂行する。同時に、レジリエン
スを測定する質問紙を丁寧に作成する。 
２）八雲住民健診を実施し各班でデータ収

集を行う。 
３）心理社会班は、住民健診とは別に未来

の思考能力に関するインタビューを実施し、
信頼性の高いデータを収集する。 
４）データ分析、分析結果の整理を実施す

る。 
５）各機関との連携をデータ収集前後、お

よび 24 年度実施の調整を含め行う。 
 

【24 年度の計画】 
23 年度と同様、中高齢者の未来思考能力を

含めたデータ収集と結果の整理を行い、個人
レベルでの発達的特性の縦断的資料を得る。
加えて、未来の思考能力と QOL 向上に関して
中高年齢者に適切と考えられる教授法につ
いて、23 年度のデータ(特に超高齢群)をもと
に関連機関との連携により行う。23 年度と同
様の手続きで実施するが、24 年度は 23 年度
における超高齢群のデータをもとに、中高齢
者に未来の思考能力とQOL向上との関連性に
ついて検討する。また、教授法の内容やフィ
ードバックのタイミングなどは共同研究者
の協力や各機関との連携によって行う。 
 

【25 年度の計画】 
23,24 年度と同様の手続きで、データ収集と
結果の整理を行い、24 年度における教授が、
QOL、レジリエンスの増進にどの程度寄与し
たかを縦断的に検討し、教授法の効果ととも
に総合的な評価を行う。23,24 年度と同様に、
住民健診やインタビュー等は適宜時期をみ
て各関連機関との連携により行う。未来思考
内容の変化、QOL の規定因となる自己効力感、
主観的幸福感などの変化も合わせ、インタビ
ュー等も駆使し個人別に丁寧に評価をして
いく。 
 
４．研究成果 
【1年目】 
 QOL やレジリエンスの高い超高齢者は自己
の未来思考能力が高いことを明らかにし、そ
の傾向は後期高齢者において顕著であった。 
 後期高齢者は自己の未来イメージが大学
生と同等、もしくはそれ以上にポジティブに
描く傾向にあった（図 1・表 1）。以上のこと
から、加齢とともに、10 年後のような遠未 
来については、1 年後や 3 年後ほど幸せな
生活を描くことができないことが明らかと
なった。一方、近未来については加齢ととも
によりポジティブに描く傾向となり、大学生
の近未来よりポジティブに描くことがわか
った。 
 



表 1 各年齢群における年齢、教育年数および
近未来、遠未来イメージの平均評定値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1  性別および年齢における自己の未来イ
メージ 
 
【2年目】 
 認知機能の高い中高年者は自己の未来を
ポジティブに描く傾向にあることがわかり、
一年目の成果をさらに裏付けることとなっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３年目】 
 １年目、2 年目のデータをもとに、認知機
能の高い超高齢群におけるレジリエンスの
規定因子は、自己制御力、ポジティブ認知、
受容の３つであり、これらの要素が健康な高
齢者のQOLを支える重要な因子であることが
わかった。 
 
表２ レジリエンスの規定因子の特定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【結果のまとめと今後の展望】 
本研究の主たる目的は、健康長寿の規定因

であるレジリエンス及びQOLの高いことが期
待される超高齢者の前頭葉、骨・筋運動系、
社会生活機能などの発達的特性を明らかに
し、それらの資料をもとに今後老年期を迎え
る中高年者の生活支援に役立てることの重
要性を指摘した。 
中高年者の QOL 向上に、レジリエンスが重

要な役割を担うことは明らかにされつつあ
る。特に一連の本研究は、中高年者における
レジリエンス規定因を明らかにすることで、
今後のレジリエンス研究の土台を築くこと
を目的としている。過去に同等量過酷な体験
をしても、ある者は現在の生活に満足する一
方で、別の者は不満を抱き不適応状態を示す。
これがレジリエンスの個人差として測定さ
れ、レジリエンスは、個人の人生の豊かさや
精神的健康水準を高めるために必要となる
心的過程であるとされている。加齢に伴うネ
ガティブな経験の蓄積は不可避なものであ

図 2  MMSE の高者、低者別におけ
る近未来・遠未来イメージの結果 

図 3 注意検査の高者、低者別にお
ける近未来・遠未来イメージの結果 
 



るが、レジリエンスの構成要素を特定できれ
ば、中高年者の精神的健康の維持・増進を図
るための具体的な介入案を作成することが
可能である。しかし、これまでの研究の多く
は、レジリエンスを把握するために、うつや
不安障害等、慢性的悩み、生活満足度などの
質問紙を用い、調査内容が膨大であるため対
象者に負担を与えるものが多かった。さらに、
中高年者に焦点を当て検討した研究がわず
かである点も現状の問題点であり、中高年者
のレジリエンスを把握する測定ツールの整
備が急務である。本研究は、このような状況
を鑑み、中高年者のレジリエンスを構成する
概念を把握し、共通の規定因子を見出した。
今後は、本研究結果を土台に作成されたレジ
リエンスを測定ツールとして、実際の中高年
者に適用し、具体化すること、さらにそれら
の信頼性及び妥当性の検証を行うことが必
要である。 
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